
　３月 26 日、第１回芸備線再構築協議会が広島市（ホテルメルパルク広島）で開催され、本市を含む芸備線　３月 26 日、第１回芸備線再構築協議会が広島市（ホテルメルパルク広島）で開催され、本市を含む芸備線
沿線自治体やＪＲ西日本などの関係者が出席しました。人口減少などによって、ローカル鉄道を取り巻く環境沿線自治体やＪＲ西日本などの関係者が出席しました。人口減少などによって、ローカル鉄道を取り巻く環境
は大きく変化している中、国は昨年「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の改正により、再構築協は大きく変化している中、国は昨年「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の改正により、再構築協
議会を創設し、法施行後、全国で初めて芸備線再構築協議会を設置しました。議会を創設し、法施行後、全国で初めて芸備線再構築協議会を設置しました。

～第１回芸備線再構築協議会～～第１回芸備線再構築協議会～

地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171

当
日
の
主
な
内
容

　

第
１
回
の
会
議
で
は
、
協
議
会
の
規
約
な

ど
が
承
認
さ
れ
、
議
長
で
あ
る
国
土
交
通
省

中
国
運
輸
局
長
か
ら
、
協
議
会
の
今
後
の
進

め
方
な
ど
に
つ
い
て
確
認
が
あ
っ
た
ほ
か
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
芸
備
線
の
現
状
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
芸
備
線
の
特
定
区
間

（
備び

っ
ち
ゅ
う中
神こ

う
じ
ろ代
～
備
後
庄
原
間
）に
つ
い
て
、「
廃

止
あ
り
き
・
存
続
あ
り
き
」
と
い
っ
た
前
提

を
置
か
ず
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
な
ど
に
基
づ

き
、
鉄
道
の
維
持
や
高
度
化
ま
た
は
バ
ス
な

ど
へ
の
転
換
と
い
っ
た
方
針
の
策
定
に
向

け
、
関
係
者
で
議
論
や
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

承
認
事
項

▪
芸
備
線
再
構
築
協
議
会 

規
約

▪
芸
備
線
再
構
築
協
議
会 

幹
事
会
規
約

▪
芸
備
線
再
構
築
協
議
会 
財
務
規
程

今
後
の
流
れ

　

国
土
交
通
省
中
国
運
輸
局
か
ら
、
当
面
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
イ
メ
ー
ジ
）
が
次
の
と
お

り
提
示
さ
れ
、
構
成
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

▼
５
月
上
～
中
旬　

第
１
回
幹
事
会

　

※
幹
事
会
は
、
順
次
開
催
予
定

▼
秋
頃　

第
２
回
芸
備
線
再
構
築
協
議
会

▼
令
和
７
年
３
月
頃　

第
３
回
芸
備
線
再
構

　

築
協
議
会

協
議
会
で
の
市
の
意
見

　

市
は
構
成
員
か
ら
の
意
見
と
し
て
、
次
の

と
お
り
発
言
し
ま
し
た
。

▪
芸
備
線
は
、
高
校
生
や
高
齢
者
な
ど
、

交
通
手
段
を
持
た
な
い
市
民
の
移
動
を
支

え
る
上
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
輸
送

資
源
で
あ
る

▪
全
国
に
つ
な
が
る
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
本
市
が
長
期
的
な
視
点
で
ま
ち
づ
く

り
や
観
光
を
進
め
る
上
で
、
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る

▪
協
議
会
で
の
議
論
は
、
芸
備
線
の
一
部

区
間
の
将
来
に
関
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、

沿
線
自
治
体
の
地
域
振
興
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
と
認
識
し
て
い
る

▪
全
国
初
で
設
置
さ
れ
た
協
議
会
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
本
来
は
、
国
土
交
通
省

に
お
い
て
、
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
向

性
を
は
じ
め
、
内
部
補
助
や
鉄
道
の
果
た

す
役
割
な
ど
、
議
論
の
基
盤
と
な
る
考
え

方
を
共
有
し
た
上
で
、
個
別
の
区
間
の
議

論
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

▪
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

赤
字
か
ら
経
営
努
力
に
よ
り
黒
字
へ
と
転

換
す
る
中
で
、
引
き
続
き
内
部
補
助
に
よ

り
路
線
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い

と
さ
れ
る
理
由
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い

▪
人
口
減
少
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
過
疎

地
域
に
お
い
て
、
鉄
道
の
大
量
輸
送
性
の

み
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
新
た
な
価

値
や
役
割
を
見
出
し
、
評
価
す
る
た
め
の

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る

▪
本
市
は
、「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

及
び
再
生
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」

の
「
旅
客
数
や
収
支
だ
け
で
判
断
す
る
の

で
は
な
く
、
利
用
者
や
地
域
に
与
え
る
影

響
な
ど
を
十
分
に
考
慮
し
て
総
合
的
に
判

断
す
べ
き
」
と
い
う
考
え
方
を
踏
ま
え
、

交
流
人
口
の
増
加
や
地
域
産
業
の
活
性
化

に
資
す
る
実
証
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く

▪
特
定
区
間
に
存
す
る
自
治
体
と
し
て
、

日
常
利
用
の
利
便
性
向
上
に
加
え
、
他
の

交
通
モ
ー
ド
（
交
通
手
段
）
に
代
え
が
た

い
人
口
減
少
対
策
上
の
新
た
な
価
値
や
役

割
を
最
大
限
追
求
し
て
い
き
た
い
。
前
提

を
置
か
ず
に
し
っ
か
り
と
細
か
く
議
論
を

さ
せ
て
も
ら
い
た
い

協議会で発言する大原直樹副市長

市
の
再
構
築
協
議
会
に
　
　
　

関
す
る
対
応
や
利
用
促
進
　
　

の
取
り
組
み
は
こ
ち
ら

詳
し
い
内
容
や
当
日
の
資
料
は
、　

中
国
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひととひと まちとまちをつなぐ芸備線ひととひと まちとまちをつなぐ芸備線
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